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３
月
25
日
か
ら
４
月
13
日
ま
で
、

「
桜
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

期
間
中
、桜
の
開
花
に
合
わ
せ
て
、

市
役
所
北
側
に
あ
る
桜
ト
ン
ネ
ル
を

は
じ
め
、
佐
奈
川
堤
、
音
羽
川
堤
、

稲
荷
公
園
、
御
津
山
園
地
に
て
夕
刻

か
ら
午
後
９
時
ま
で
、
夜
間
照
明
を

行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
４
月
６
日
（
土
）
午
前
９

時
か
ら
午
後
３
時
ま
で
、「
佐
奈
川
・

桜
と
菜
の
花
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
を
開

催
し
ま
す
（
少
雨
決
行
）。
当
日
は
、

中
央
通
公
園
と
ふ
れ
あ
い
公
園
で
豊

川
い
な
り
寿
司
大
集
合
や
観
光
物
産

展
、
い
な
り
ん
と
の
記
念
撮
影
会
な

ど
の
催
し
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
観

光
物
産
展
は
４
月
13
日
（
土
）
も
開

催
し
ま
す
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
観
光
協
会
（
89

局
２
２
０
６
番
）
へ
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、
平
成
22
年
度
に
策
定

さ
れ
た
豊
川
市
推
奨
観
光
ル
ー
ト

を
巡
る
「
第
２
回
豊
川
市
観
光
ル

ー
ト
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
を
開
催
し

ま
す
。
こ
れ
は
、
市
内
の
神
社
仏

閣
を
徒
歩
や
電
車
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
バ
ス
な
ど
で
巡
る
イ
ベ
ン
ト
で

す
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
商
工
観
光
課

（
89
局
２
１
４
０
番
）
へ
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
時　

３
月
24
日
（
日
）
午
前
９

時
30
分
か
ら
午
後
３
時
ま
で

集
合
場
所　

豊
川
駅
東
西
自
由
通

路内
容　

砥
鹿
神
社
や
菟
足
神
社
、

五
社
稲
荷
社
な
ど
の
ス
タ
ン
プ
ポ

イ
ン
ト
を
経
由
し
て
、
豊
川
稲
荷

を
目
指
し
ま
す
。
ス
タ
ン
プ
ポ
イ

ン
ト
で
ス
タ
ン
プ
を
た
め
て
午
後

３
時
ま
で
に
完
歩
す
る
と
、
参
加

賞
が
も
ら
え
ま
す
。
ま
た
、
先
着

５
０
０
人
に
は
、
観
光
ル
ー
ト
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
の
特
製
グ
ッ
ズ
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す

そ
の
他　

受
け
付
け
は
、
午
前
９

時
30
分
か
ら
午
後
１
時
ま
で
、
豊

川
駅
東
西
自
由
通
路
で
行
い
ま
す

第
２
回
豊
川
市
観
光
ル
ー
ト

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
開
催

桜まつりを開催します
４月６日（土）佐奈川・桜と菜の花ウォーキング

３月25日から４月13日まで
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期日 時間 会場 説明する主な路線

４月 13 日（土）
午前 10 時から 音羽文化ホール 豊川国府線、音羽線
午後 ２ 時から 御津文化会館 豊川国府線、御津線

４月 14 日（日）
午前 10 時から 勤労福祉会館

豊川国府線、ゆうあい
の里小坂井線、新豊・
豊川線

午後 ２時から 農業者トレーニング
センター 一宮線、新豊・豊川線

４月 20 日（土）

午前 10 時から 小坂井生涯学習会館 ゆうあいの里小坂井線

午後 ２ 時から 桜ヶ丘ミュージアム
豊川国府線、千両三上
線、ゆうあいの里小坂
井線、新豊・豊川線

　

市
で
は
、
産
業
の
振
興
や
国
・
県
か

ら
の
権
限
委
譲
、
職
員
数
の
適
正
化
な

ど
へ
対
応
す
る
た
め
に
、
４
月
１
日
か

ら
部
・
課
の
名
称
な
ど
を
変
更
し
ま
す
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
行
政
課
（
89
局

２
１
２
３
番
）
へ
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
「
企
業
立
地
推
進
部
」
と
「
経
済
環

境
部
」
を
再
編
し
、「
産
業
部
」
と
「
環

境
部
」
へ
名
称
変
更

　

大
木
地
区
の
企
業
用
地
開
発
が
一
定

の
進
ち
ょ
く
を
見
た
こ
と
か
ら
、
企

業
立
地
推
進
部
を
経
済
環
境
部
と
統
合

さ
せ
、
市
内
の
企
業
の
定
着
化
を
図
る

と
と
も
に
、
財
政
基
盤
強
化
に
向
け
た

工
業
用
地
の
開
発
を
引
き
続
き
進
め
ま

す
。
ま
た
、
農
商
工
が
連
携
し
た
取
り

組
み
の
推
進
な
ど
を
行
い
、
一
体
と
な

っ
て
地
域
活
力
の
向
上
を
目
指
し
て
い

き
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
部
の
名
称
を

「
産
業
部
」
へ
変
更
し
ま
す
。

　

こ
の
再
編
に
よ
り
、
環
境
部
門
は
、

地
球
温
暖
化
対
策
、
生
物
多
様
性
の
保

全
、
ご
み
の
減
量
・
資
源
化
施
策
を
推

進
す
る
「
環
境
部
」
と
し
、
環
境
課
と

清
掃
事
業
課
を
所
管
し
ま
す
。

■
「
生
活
活
性
課
」
と
「
国
際
課
」
を

統
合
し
、「
市
民
協
働
国
際
課
」
へ
名

称
変
更

　

国
際
課
が
所
管
す
る
多
文
化
共
生
と

生
活
活
性
課
が
所
管
す
る
町
内
会
活

動
は
、
地
域
で
の
活
動
を
主
体
と
し
て

い
る
点
に
お
い
て
関
連
す
る
こ
と
も
多

く
、
連
携
し
て
事
務
を
行
う
こ
と
が
効

果
的
な
た
め
、
２
課
の
統
合
を
行
い
、

課
の
名
称
を
「
市
民
協
働
国
際
課
」
へ

変
更
し
ま
す
。

■
「
地
域
安
心
課
」
を
「
人
権
交
通
防

犯
課
」
へ
名
称
変
更

　

現
在
、
生
活
活
性
課
で
行
っ
て
い
る

男
女
共
同
参
画
事
務
は
、
広
く
は
人
権

対
策
事
業
の
１
項
目
で
あ
る
た
め
、
人

権
対
策
事
業
を
担
当
し
て
い
る
地
域
安

心
課
に
集
約
し
、
業
務
内
容
を
わ
か
り

や
す
く
す
る
た
め
、
地
域
安
心
課
の
名

称
を
「
人
権
交
通
防
犯
課
」
へ
変
更
し

ま
す
。

■
「
市
民
体
育
課
」
を
「
ス
ポ
ー
ツ
課
」

へ
名
称
変
更

　

ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
の
施
行
に
伴
い
、

豊
川
市
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る

施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
す

る
た
め
、
課
の
名
称
を
よ
り
ふ
さ
わ
し

く
、
よ
り
わ
か
り
や
す
く
す
る
た
め
、

市
民
体
育
課
の
名
称
を「
ス
ポ
ー
ツ
課
」

へ
変
更
し
ま
す
。

■
福
祉
課
に
「
福
祉
総
務
係
」
を
新
設

し
、
地
域
福
祉
援
護
係
を
「
障
害
者
支

援
係
」
へ
名
称
変
更

■
商
工
観
光
課
の
統
計
係
を
「
統
計
消

費
係
」
へ
名
称
変
更

■
「
消
防
署
南
分
署
」
の
新
設
に
伴
い
、

小
坂
井
出
張
所
お
よ
び
西
分
署
御
津
出

張
所
の
廃
止

　

市
で
は
、
新
市
民
病
院
の
開
院
に
合

わ
せ
、
平
成
25
年
５
月
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
の
一
部
路
線
で
運
行
内
容
を

変
更
し
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、
下
表
の

と
お
り
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
説
明
会
で
は
、
変
更
す
る
路
線

の
経
路
や
運
行
ダ
イ
ヤ
な
ど
を
説
明
し

ま
す
。
ま
た
、
豊
鉄
バ
ス
新
豊
・
豊
川

線
の
運
行
内
容
に
つ
い
て
の
説
明
も
行

い
ま
す
。

　

な
お
、
新
し
い
バ
ス
マ
ッ
プ
は
、
広

報
「
と
よ
か
わ
」
４
月
15
日
号
と
一
緒

に
配
布
し
ま
す
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
地
域
安
心
課
（
89

局
２
１
４
９
番
）
へ
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

運
行
に
つ
い
て
の
説
明
会

部
の
再
編
お
よ
び
名
称
変
更

課
の
統
合
お
よ
び
名
称
変
更

そ
の
他
の
変
更

平
成
25
年
度
組
織
機
構
改
革
を
実
施
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災
害
対
策
車
・
資
機
材
搬
送
車
各
１
台

な
ど
で
、
災
害
時
に
は
迅
速
に
対
応
で

き
る
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

　

消
防
車
な
ど
は
い
つ
で
も
見
学
で
き

ま
す
の
で
、
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
火
災
予
防
や
救
命
講
習
な
ど
に

つ
き
ま
し
て
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

な
お
、
消
防
署
南
分
署
の
業
務
開
始
に

伴
い
、
御
津
出
張
所
と
小
坂
井
出
張
所

は
、
３
月
31
日
（
日
）
を
も
っ
て
業
務

を
終
了
い
た
し
ま
す
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
消
防
本
部
総
務
課

（
89
局
９
５
１
６
番
）
へ
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
の
一
つ

と
し
て
、
走
行
時
に
二
酸
化
炭
素
を
排

出
し
な
い
電
気
自
動
車
の
普
及
促
進
を

目
的
に
、
電
気
自
動
車
用
急
速
充
電
器

を
市
役
所
駐
車
場
に
設
置
し
ま
し
た
。

電
気
自
動
車
を
お
持
ち
の
方
は
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
な
お
、
利
用
可
能
車
両

は
チ
ャ
デ
モ
規
格
の
急
速
充
電
器
差
込

口
が
あ
る
電
気
自
動
車
で
す
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
環
境
課
（
89
局

２
１
４
１
番
）
へ
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

利
用
開
始
日　

３
月
18
日
（
月
）
午
後

１
時
か
ら

利
用
時
間　

平
日
＝
午
前
８
時
30
分
か

ら
午
後
５
時
15
分
ま
で（
利
用
受
付
は
、

午
後
４
時
45
分
ま
で
）
▽
土
・
日
曜
日
、

祝
日
、
年
末
年
始
な
ど
＝
午
前
8
時
30

分
か
ら
午
後
４
時
45
分
ま
で
（
利
用
受

付
は
、
午
後
4
時
15
分
ま
で
）

利
用
料　

無
料

申
し
込
み　

運
転
免
許
証
を
お
持
ち
の

上
、環
境
課
（
北
庁
舎
２
階
）
へ
。
土
・

日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
は
当
直
室

（
本
庁
舎
１
階
）
へ

そ
の
他　

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
が
緑
地

に
白
色
の
文
字
、
お
よ
び
黒
地
に
黄
色

の
文
字
の
車
両
と
、
自
動
車
運
転
代
行

業
の
車
両
は
利
用
で
き
ま
せ
ん

　

御
津
町
下
佐
脇
野
先
に
建
設
を
進
め

て
き
た
「
消
防
署
南
分
署
」
が
、
４
月

１
日
（
月
）
か
ら
業
務
を
開
始
し
ま
す
。

　

南
分
署
は
鉄
骨
２
階
建
て
、
延
べ
床

面
積
約
１
千
平
方
㍍
で
、
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
や
津
波
対
策
と
し
て
屋
上
へ

の
避
難
階
段
を
設
け
る
な
ど
、
環
境
や

防
災
面
に
配
慮
し
た
庁
舎
に
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
高
規
格
救
急
車
と
救
急

救
命
士
を
配
置
し
、
西
・
南
部
地
域
に

お
け
る
救
急
車
の
到
着
時
間
の
短
縮
を

図
り
ま
し
た
。
そ
の
他
に
配
置
す
る
車

両
は
、
消
防
車
（
タ
ン
ク
車
）
２
台
、

高
規
格
救
急
車
を
配
備
し
た

消
防
署
南
分
署
が
業
務
開
始

電
気
自
動
車
用
急
速
充
電
器
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

財賀寺

中田バス停

ゆうあい
の里

星野
神社

＝車両通行止
＝一方通行

自転車
駐輪場

駐車場

東名高速道路

＝臨時バス停

　財賀寺で智恵文殊まつりが３月 31 日（日）
に開かれます。これに合わせて、午前９時か
ら午後３時 30 分まで、下図のとおり車両通
行禁止、一方通行、駐車禁止などの交通規制
を行います。周辺の道路は混雑が予想されま

智恵文殊まつりで交通規制

■臨時バスの運行
　当日は名鉄国府
駅から財賀寺（中
田バス停）までの
区間で臨時バスが
約 20 分間隔で運行
されます（国府駅
の始発＝午前９時、
財賀寺の終発＝午
後３時 33 分）。

す。バスなどを
ご利用いただき、
自動車でのお出
掛けはご遠慮く
ださい。

豊川警察署☎89ー0110

３月 31日（日）

消防署南分署イメージ図


